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72．動的掌握運動時の 活動体肢血流量 と心拍出量の

　関連

　　○清 水 静代，本 間幸子
＊

，加賀谷 淳子
＊

　　 （日本女
・
子体育大学大学院，

＊
日本女子体育大学基礎

　　体力研究所）

【目的】本研究 は掌握運動 時 の 強度増加 に と もな っ

た活動体肢 の 血流量 と心拍出量 の 変化 から両者 の 関

係 を明 らか にする こ とを目的と した 。

【方法】被検者は平均年齢21．6± O．6歳の 健康な女子

体育大 生 5 名 と した 。 運動 は 1分間 に60回 の 頻度 の

動的 な掌握運動 を用 い た 。 最 大筋 力 （MVC ）の

10％に相当する重 りか ら 1 分 の 休息を挟み ／分毎に

重 りを 5 ％MVC つ つ 増加 し，掌握運動 の 持続が困

難に なる まで 運動 を実施 した 。 運動 中は心拍 出量

（超音波 ドプ ラ
ー

法〉，前腕血流量 （静脈 閉塞法），

皮膚血流量 （レーザ
ー

ドプ ラ
ー
法），血圧 （フ ィ ナ

プ レ ス）お よび心拍数 （ECG ）を測定 した。

【結果お よび考察】前腕血 流量は い ずれ の 強度に お

い て も安静時 （3．55±0．36ml／lOOml／min ）か ら有意

な増加がみ られた。運動時は強度が上昇する に した

が い 増加 し，
IO％MVC （9．87± LOIml 〆10Cml ／min ）

と15％MVC （ユ2，65± 1．15mlf工OOml／min ） の 間 に は

有意な差 （P く0．05）が み られ た。こ の 前腕血流量

は ラ バ ー
ス ト レ イ ン ゲ ージ法で 測定 し た もの で あ

り，こ れ には筋 だけ で な く他 の 組織 の 血流量 も含ま

れて い る。そ こ で，最 も影響 の 大きい 皮膚血流量を

レーザ ードプ ラ ー法で測定したと こ ろ，初め の 運動

で ある 10％MVC で 運動開始時か ら急激な減少を示

したが，それ より強度が高 くな る と，運動開始時か

ら の減少は小さ くな る傾向を示 し25％ MVC と Peak

（最 高値 ；△
− 0．88± O．79洫1／minflOOg ） で はIO％

MVC か ら有 意な増加 が み られた 。 しか し，運動開

始時と比べ る と低い 値で あっ た 。

一
方，心拍出量は

10％MVC （4，61± 0．21 レmin ），25％MVC （4．91±

0．211／min ）に お い て 安静時 （3．89± O．31／min ）か

ら有意な増加がみ られたが，それぞれ の強度間で は

有意な差は み ら れ な か っ た 。 以上 の こ とか ら，こ の

範囲の 運動で は負荷が増加 して もtTそれ以上 の 心拍

出量の増加 を伴わずに，皮膚へ の 血流を含む末梢で

血流量 の調整が行われ て筋活動に対応 して い る こ と

が示唆された 。

73．静的足底届運勸時の 大腿動脈血流路径と流速の

　変化

　　加賀 谷 淳 子 ， 本 間 幸 子 （日本 女 子 体 育 大 学 基礎 体 力

　　研究所）

【目的】本研究は強度 の 異なる静的足底屈運動時の

総大腿動脈 の 有効血流路径 と流速 の 経時的変化 を明

らかにする こ とを目的 として い る 。

【方法1被検者 は成人女性 8 名 （21−22歳）で あ っ

た 。 運動は仰臥位で足関節を80度に保持 して，最大

等尺性筋力 （MVC ） の 15％ ， 30％ ，
45％ の 負荷 を

そ れ ぞ れ 3 分 間保持する こ ととした。運動前後に 3

分聞 の 安静時と圃復期を置い た。血 流速度は超音波

診断装置 （HP　8500GP ） を用 い て
，
　 Time　d。 main

processingに よ り計測 した 。 また，血流路 の 両端は

血流速度が ゼ ロ に な る地点と して 認識 させ ，その 聞

の距離を求め て有効血流路径 とした 。 分析は心収縮

期の 血流速度 （Vs） と血 流路径 （Ds）お よび拡張

期 の 両 パ ラ メ
ー

タ （Ds，　 Dd）にわ けて行 っ た 。 血

圧 は Finapresを用 い て 測定 した 。

【結果および考察】運動前，15％MVC 強度 の 運動

中お よび運動終 了直後 の Ds は，そ れ ぞ れ5．97±

0．34，6．18 ± O．38，6．29 ± 0．40mm で あ り，有 意差 が

な か っ た。30％
，
45％ 強度 で も同様 に 運動 に よ る 変

化は見 られず，強度に よ る有意差 も見 られ なか っ

た 。 そ れ に対 して，Dd は 15％MVC で は運動に よ る

変化は見られ なか っ たが，30％MVC で は運動前の

Omm か ら運 動後 は2．04± 0．68mm に ， 45％MVC 強

度 で はそれ より有 意に高 い 4．53±0．50mm に有 意 に

増加 した 。 血流速度 は運動中は安静時 に比べ て有意

な変化 は見 られ なか っ た 。 30，45％MVC 強 度 の 運

動後は Vs ，　 Vd 共に有意な増加 を示 した 。そ の 結

果，大腿動脈血流量は，運動前97−1ユ5mい min
−1
で

あ っ たが，30％，45％MVC 強度 の 運動後は362，0±

64．0，569，5士82．3ml・min
−
］

に有意 に増加 し，強度間

に も有意差があ っ た 。 運動中の 血流量 はどの 強度 で

も安静時 に 比 べ て 高 い 平均値 を示 し
， さ ら に 強度 が

高 くな る ほ ど増加す る傾 向を示 し た が ，い ずれ も統

計的 に は有意で は なか っ た 。

一一一方，運動時の 血 圧 は

収縮期 （SBP），拡張期 （DBP） ともに有意に増加

し，特に 45％MVC 強度で は顕著な増加 を示 した 。

しか し， ．tilL圧 に 対 す る 血 管径 の 比
「Ds／SBP」

「Dd 〆DBP 」 は，前者が運動中 に低下 （45％MVC で

有意） し， 後者 は30
，
45％MVC 強度 の 運動後に有

意に高い 値を示 した。したが っ て ，運動中の 血管径

や血流速度は 血圧 の 上昇に見合っ た変化を示さず，

運動後は血流速度の 増加 と共に，拡張期の 血管径の

拡 大が 血 流量 の 増加に貢献 し て い る こ とが 示 さ れ

た 。
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